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②
 
環

境
報

告
書
の
進
展
の

た
め
の
我
が

国
の

取
組

 

  
Ⅲ

 
横
断
的
措
置
事
項

 
 

２
（
３
）

オ
 
情
報
的
手
法

を
用

い
た
企
業

の
自
主
的
取
組

の
推
進

 

①
環
境
報
告
書
及

び
環
境
会
計

の
普
及
促
進

の
方
策

 

ｂ
 

環
境

報
告

書
及

び
環

境
会

計
に

取
り

組
む

企
業

へ
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
付

与
の

方
策

や
こ

れ
ら

企
業

が
社

会
か

ら
適

正
な

評
価

が
得

ら
れ
結
果

と
し
て
企
業

の
競
争
力

の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
な
方
策

な
ど
、
普
及
促
進

の
た
め
の
新
た
な
枠
組

み
や
普
及
定
着

に
向

け
た
政
府
目
標

の
設
定

に
つ
い
て
検
討

し
結
論
を
出

す
。

 

 

③
環
境
報
告
書
及

び
環
境
会
計

の
信
頼
性

の
確
保

 

国
際
的

な
動
向

を
踏

ま
え
、
我

が
国

に
お
い
て
も
第
三
者
機
関

に
よ
る
監
査
制
度

の
在

り
方

も
含

め
た
環
境
報
告
書
及

び
環
境
会
計
の

内
容

の
信
頼
性
確
保

を
図
る
た
め
の
枠
組

み
に
つ
い
て
、
以
下

の
点

に
留
意

の
上

、
検
討

し
結
論

を
出

す
。

 

ａ
 
監

査
実

施
者

の
専

門
家

資
格

の
創

設
あ

る
い

は
公

認
及

び
そ

の
養

成
や
資

質
向

上
に
つ

い
て
策

を
講

ず
る

。
専

門
家

資
格

を
創

設
す

る
場

合
に
は
資

格
に
期

限
を
設

定
す
る
と

と
も
に
民

間
の
認

証
機
関

と
し
、
公

認
の
資

格
の
場

合
は
現

在
監
査

を
実

施
し

て
い
る
公
認

会
計
士

な
ど
も
可
能

と
す
る
。

 

ｂ
 
可
能

な
限

り
、
監
査
手
法

や
監
査
範
囲

、
監
査
基
準

に
つ
い
て
標
準
的

な
も
の
を
明

ら
か
に
す
る
。

 

ｃ
 
第
三
者
監
査

は
報
告
書

を
作
成

す
る
者

に
と
っ
て
多
大

な
コ
ス
ト
負
担

と
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意

す
る
。

 

ｄ
 
企
業

に
不
利

な
情
報
に
つ
い
て
も
環
境
報
告
書
及

び
環
境
会
計

に
盛

り
込
む
。

 

ｅ
 
記
載
内
容

が
虚
偽

で
あ
っ
た
場
合

の
行
政

の
対
応

に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

 

 

規
制
改
革
推
進

3
か
年
計
画
（
再
改
定
）
（
平
成

15
年

3
月

28
日
閣
議
決
定
）
（
抄
）
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 第
３
章

 循
環
型
社
会
形
成

の
た
め
の
数
値
目
標

 

第
２
節

 
３
（
２
）
環
境
経
営

の
推
進

  

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果

と
し
て
、
上
場
企
業

の
約
５
０
％
及

び
非
上

場
企
業

の
約
３
０
％

が
環
境
報
告
書
を
公
表

し
、
環
境
会

計
を
実
施

す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
す
。

 

  

（
注
）
上
場
企
業
：
東
京
、
大
阪
及

び
名
古
屋
証
券
取
引
所
１
部
及

び
２
部
上
場
企
業
約

2,
70

0
社

 

非
上
場
企
業
：
従
業
員

50
0
人
以
上

の
非
上
場
企
業
約

3,
70

0
社

 
 

  

「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
（
平
成

15
年

3
月

14
日
閣
議
決
定
）
（
抄
）
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－

 1
20

 －
 

  
20

04
年

1
月

13
日

 
（
社
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会

 
会
長

 
奥
田

 
碩

 

昨
年

1
月

1
日
に
発
表
し
た
「
活
力
と
魅
力
溢
れ
る
日
本
を
め
ざ
し
て
」
に
お
い
て
、
日

本
経

団
連

は
個

人
、
企

業
、
行

政
が

と
も
に
「
環

境
立

国
」
戦

略
を
進

め
る
こ
と
を
提

唱
し
ま
し
た
。
「
環

境
立

国
」
実

現
の

た
め
に
は

、
環

境
と
調

和
し
た
新

し
い
社

会
経

済
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
環

境
を
日

本
企

業
の

強
み

に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
企
業
は
す
で
に
地
球
温
暖
化
対
策

や
リ
サ
イ
ク
ル
、
化
学
物
質

管
理
な
ど
に
自
主
的
に
取

り
組
み
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
を
展
開

し
大

き
な
成

果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

 

20
04

年
の

年
頭

に
あ
た
り
、
「
環

境
立

国
」
の

実
現

に
向

け
、
企

業
の

自
主

的
取

り
組

み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
日
本
経
団
連
な
ら
び
に
会
員
企
業
・
団

体
は
以
下
の
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

第
1
に
、
日
本
経
団
連
は
、
企
業
が
環
境
を
経
営
に
必
須
の
事
業
と
し
て
取
り
込
む
た
め
に
、
地
球
温
暖
化
な
ら
び
に
廃
棄
物
に
関
す
る
環

境
自
主
行
動
計

画
を
着
実
に
推
進
・
達
成
し
て
い
き
ま
す
。

 

第
2
に
、
企

業
が

画
期

的
な
技

術
の

開
発

に
努

め
、
環

境
に
や

さ
し
い
製

品
を
積

極
的

に
市

場
に
投

入
し
、
自

然
保

護
を
は

じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
取

り
組

む
な
ど
環

境
改

善
に
積

極
的

に
取

り
組

み
、
国

民
生

活
の

観
点

か
ら
地

球
環

境
保

全
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
よ
う
、
働
き
か
け
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

 

第
3
に
、
企

業
は

こ
う
し
た
取
り
組

み
を
積

極
的

に
情
報

発
信

し
、
広

く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
配
慮
し
て
経
営
を
進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手

法
も
多

様
化

し
て
お
り
、
い
わ

ゆ
る
環

境
報

告
書

、
C

SR
（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
報
告
書
な
ど
は
、
市
場
、
消
費
者
、
投
資
家
と
企
業
を
結
ぶ
上
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
日
本
経
団
連
の
会
員
企
業
で
も

30
0
社

以
上

が
環

境
報

告
書

等
を
策

定
・
公

表
し
て
お
り
ま
す
が

、
日

本
経

団

連
は

3
年
倍
増
を
め
ざ
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
企
業
が

環
境
報
告
書
や

C
SR

報
告
書
な
ど
の
策
定
・
公
表
に
取
り
組
む
よ
う
、
会
員
企
業
・
団
体
に
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
そ
の

動
き
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
環
境
経
営
の
進
め
方
や
、
そ
の
情
報
発
信
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
企
業
の

自
主
性
、
主
体
性
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る

べ
き
分
野
で
あ
り
、
法
制
度

の
も
と
で
の
官
（
行
政
）
の
関
与
で
は
な
く
、
民
間
の
自

主
責
任
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

以
上

 

（
社
）
日
本
経
済
団
体
連
合
会

に
よ
る
環
境
立
国

の
た
め
の

3
つ
の
取

り
組

み
 

第
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